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3
年
ぶ
り
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総
合
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災
訓
練

　　

平
成
28
年
度
国
見
町
総
合
防

災
訓
練
が
9
月
11
日
、
町
内
一

時
避
難
所
や
上
野
台
運
動
公
園

で
行
わ
れ
、
第
1
部
に
約
3
千

人
、
第
2
部
に
約
1
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
合
防

災
訓
練
は
「
午
前
7
時
30
分
、

震
度
7
の
地
震
が
発
生
。
町
内

全
域
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
、

一
部
で
は
火
災
が
発
生
。
ケ
ガ

人
も
多
く
、
地
震
発
生
と
同
時

に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
ス
ト
ッ

プ
し
、
電
話
も
ほ
と
ん
ど
つ
な

が
ら
な
い
状
況
」
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
町
民
を

対
象
と
し
た
総
合
防
災
訓
練
は

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
第

1
部
で
は
自
宅
か
ら
一
時
避
難

災
害
に
備
え
る

所
ま
で
の
避
難
経
路
の
確
認
、

第
2
部
で
は
上
野
台
運
動
公
園

で
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
応
急
手
当
講
習
や

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
約
20
項
目
の

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
災
害
発
生

時
の
行
動
に
つ
い
て
、
参
加
者

で
確
認
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
や
団
体
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
確
認

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
に

は
、
町
消
防
団
や
日
本
赤
十
字

社
福
島
県
支
部
な
ど
20
団
体
以

上
の
関
係
機
関
や
団
体
が
参
加

し
ま
し
た
。
町
職
員
と
消
防
団

に
よ
る
被
害
状
況
の
情
報
収
集

や
陸
上
自
衛
隊
第
44
普
通
科
連

①②消防防災ヘリ救助訓練　③太田町長が協定を締結しているニセコ町・池田町と通
信訓練　④初期消火訓練　⑤被害状況の情報をまとめる町消防団　⑥⑦自衛隊と日赤
奉仕団などによる炊き出し訓練　⑧⑨伊達地方消防組合と日本赤十字社による応急手
当講習

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災
訓
練
で
は
避

難
経
路
の
確
認
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

①

②③

隊
と
国
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
に

よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
ヤ
マ
ト

運
輸
株
式
会
社
に
よ
る
救
援
物

資
輸
送
訓
練
な
ど
連
携
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
通
信
訓
練
で
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
衛
星
電
話
を
使
用

し
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
北
海
道
ニ
セ
コ

町
の
片
山
健
也
町
長
と
岐
阜
県

池
田
町
の
岡
﨑
和
夫
町
長
へ
太

田
久
雄
町
長
が
被
害
状
況
を
報

告
し
、応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
る

　

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
多
数
の
関
係
機
関
や
団
体

の
協
力
に
よ
り
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
非
常
時
に
連
携
し
て

対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

災
害
時
に
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
備
え

が
重
要
で
す
。
一
人
一
人
が
災

害
に
対
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
が
「
自
助
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
族
や

近
所
、
町
内
会
な
ど
身
近
な
人

と
の
普
段
か
ら
の「
つ
な
が
り
」

や「
助
け
合
い
」と
い
っ
た「
連

携
」
が
災
害
時
の
「
共
助
」
へ

つ
な
が
り
、
被
害
拡
大
を
防
ぎ

ま
す
。

参加者の声
　災害はいつ来てもおかしくありませ
ん。総合防災訓練はとても有益な訓練
だったと思います。繰り返し訓練する
ことが大事です。今回は大規模な訓練
でしたが「自助」「共助」の足元の備
えを意識した訓練を行い、意識を高め
ることも重要だと感じました。
　　　　錦町町内会長　花井　忠さん

　今回の訓練に参加し、町の迅速な対
応と町民のみなさんの協力する姿が印
象的でした。災害はいつ起こるか分か
らないため早めの準備が大切だと思い
ました。
　　　県北中 3 年　佐藤　悠貴也さん　

　今回訓練に参加し、高齢者の方が多
いと感じました。その中で若い世代は
避難誘導や被害拡大の防止など何かで
きることがあると思います。災害時に
迅速な対応ができるよう防災への意識
を高めたいです。
　　　　県北中 3 年　八巻　大夢さん

　朝 8 時に役場からの放送が聞こえ、
みんなが小学校の校門の前に集まりま
した。
　私は放送をよく聞いて、すばやく行
動し、校門の前に移動することができ
ました。みんながそろうまでに時間が
かかったので、普段からきびきび行動
することを大切にし、生活したいです。
　　　　国見小 6 年　阿部　望乃さん

　訓練だから落ち着いて行動できたけ
ど、本当に災害が起こったらパニック
になって今日みたいには動けないと思
いました。本当に災害が起こった時に
は落ち着いて行動し、すみやかに避難
したいです。
　　　　国見小 6 年　遠藤　優輝さん
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